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〜品質保証の時代〜

「学びあう QC 活動」
　これからの医療を考えた時、後期高齢者が現在より約 750 万人増加し、医療需要が著しく増大するにも
かかわらず、少子化のために医療・介護の従事者が不足することは明らかです。　
　一方、医療費は、右肩上がりの状況の中、医療費財源は年々厳しくなり、医療費の財源確保が困難とな
りつつあります。このような状況下で医療を提供する病院には、病床再編と医療・介護連携強化とともに
医療機能の効率化が求められています。そこで当院では、医療の現場においても、医療の質の向上が重要
な課題と捉え、改善活動を行い、この改善活動を通して、医療の現場で働く私たちスタッフ一人ひとりが
自己啓発・相互啓発し、医療職の専門家として成長し続けることが、医療の質改善・医療安全・サービス
につながると考え、チームワークの向上や患者さんとのコミュニケーションの向上、そして明るく活気に
満ちた病院（職場）をつくることができればと考えます。
　

「委員構成」
●委員長 1 名、副委員長 1 名、事務責任者 1 名、
　各所属部署から 1 名（QC 活動支援推進者）　総勢 25 名

「外部研究会・研修会参加」
●中部医療の質管理研究会（4 回 / 年）
●中部医療の質 管理研究会シンポジウム（12 月）
●医療の TQM 推進協議会主催研修会

「外部大会参加」
●医療の TQM 推進協議会
　・第 19 回フォーラム「医療の改善活動」全国大会 in 松山　4 題発表

◇発表者・・・栗本　真由（南館8階病棟）

　ＱＣ活動支援委員会　
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◇発表者・・・北山　梨恵（人間ドック・健診センター）
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◇発表者・・・廣瀬　将大（リハビリテーション技術室）
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　医療関係者が自らの医療の改善に目覚め、改善システムを学び積極的に取り入れて、日々改善に努力し
つつ・・・小さなことからコツコツと！ちりも積もれば山となる！　一人の満足が、たくさんの方の満足
につながるよう、“ できることから始めよう ” をスローガンに QC 活動支援委員は活動をしていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔文責：足立明隆〕


